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１．はじめに
平成２９（２０１７）年現在，全国に政令指定都市は２０市を数える。県都に
位置する千葉市は平成４（１９９２）年４月に全国１２番目の政令指定都市に
移行するとともに，６つの行政区を設置し，市政を運営している。千葉
市では人口減少社会の到来を見据え，すでに平成２４（２０１２）年３月に「千
葉市新基本計画」を策定し，市政運営の基本指針を示している。新基本
計画が課題と見据えたのは，社会構造の変化の最たるものとして「人口
減少」に着目している。
現在わが国が直面している人口減少は，少子高齢化をともないながら，
急速に進行しており，社会保障費等の増大による歳出増，労働力人口の
減少，消費市場の縮小をも招き，社会経済全体が衰退していく深刻な悪
循環に向かわせている。
国は「まち・ひと・しごと創生法」の制定を皮切りに，全国の自治体
に地方創生戦略の策定させ，「人口減少克服」「東京一極集中の是正」に
よる「地方創生」に，国・地方をあげて取り組むことになった。
本研究は政令指定都市である千葉市の地方創生を取り組みを明らかに
していくともに，その課題を整理するものである。千葉市の行政は市役
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所が政策の企画立案を司り，６つの行政区はその実施主体と位置づけら
れている。それゆえ，区長が権限を行使して独自の施策を実施するわけ
ではないが，６つの行政区に共通する課題もあれば，特色ある課題もあ
る。そこで，本稿では６つの行政区ごとに地域に精通した行政職員と研
究者の視点から検討課題を整理していく。
今回は稲毛区のまちづくりの実務現場に焦点を当てる１）。政令指定都
市である千葉市においては，市内の各地域ごとに特色あるまちづくりが
できるよう，千葉市全体の計画がある一方，区役所ごとの計画があり，
稲毛区役所も「文教のまち」という特色を活かしたまちづくりを推進し
ている。本稿は，稲毛区のまちづくりを，稲毛区役所という現場で働く
職員の視点から，その内容や意義について論じたい。
２．稲毛区の現況
２―１．稲毛区の概要
稲毛区は市北西部に位置し，面積は２１．２５km２で，６区の中では２番
目に小さな区であるが，人口は１５７，６３５人，世帯数は６８，５９６世帯（平成２３
年４月１日時点）で，中央区，花見川区に続く第３位になっている。
区内には，JR総武本線，京成電鉄千葉線，千葉都市モノレールと
いった鉄軌道や，京葉道路，東関東自動車道水戸線，国道１６号のほか，
臨海部と内陸部を直結する都市計画道路新港横戸町線が整備されるなど，
交通の利便性が高くなっている。また，地形が比較的平坦なこともあっ
て，大規模な住宅団地の造成や土地区画整理事業によって市街化が進ん
でおり，市内でも人口密度が最も高い区になっており，特に京葉道路以
１）本稿は授業科目「実務家によるキャリアデザイン入門１」（平成２８年７月２２日
金曜日）に登壇した福島靖基氏（当時，千葉市稲毛区役所地域振興課地域づ
くり支援室主任主事）の講義録を中心に，追加調査の内容を加筆修正して作
成したものである。
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南には人口が集中している。区北東部には，機械金属分野を中心とした
工場が立地している。
主な公共施設としては，公民館，コミュニティセンターや図書館のほ
か，長沼原勤労市民プラザ，市内最大のスポーツ施設である千葉県総合
スポーツセンター，宮野木スポーツセンター，身近な場所での自然との
ふれあいをテーマとする園生の森公園などを抱えている。
現在稲毛区と美浜区の境となっている国道１４号線は，かっては海岸沿
いであり，稲毛の海岸は，昭和３０年代に大規模な埋立てが始まるまでは，
海水浴や潮干狩りが楽しめ，多くの文人たちも訪れる保養地としてにぎ
わった。現在は，稲毛浅間神社周辺の松林に当時の面影が残され，一部
は稲毛公園として開放されている。また，近隣には，明治の実業家でワ
イン王と言われた神谷伝兵衛の稲毛別荘が残され，国登録有形文化財と
なっており，敷地内には文化・芸術活動の拠点として市民ギャラリー・
いなげが整備されている。
また，稲毛区には，千葉大学，千葉経済大学や敬愛大学などの大学や，
放射線医学総合研究所や東京大学生産技術研究所などの研究機関が立地
しており，「文教のまち」として特徴づけられている。このように，稲
毛区は，都市機能が集積するゾーンと，生活と環境の調和が求められる
ゾーンから構成されているわけである。
２―２．稲毛区の課題
図１が示すとおり，平成２２年以降，稲毛区内の人口は微増で推移して
いる。少子高齢化の進行によって，平成２７年をピークに減少に転じると
ともに，平成３０年には区民の４人に１人以上が高齢者になると見込まれ
ている。多くの自治体と同様に，稲毛区もまた高齢者生活支援や少子化
のもとで地域で支え合う子育ての仕組みづくりに迫られている。
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図１．人口・世帯数の見通し
平成２２年
（２０１０年）
平成２４年
（２０１２年）
平成２７年
（２０１５年）
平成３０年
（２０１８年）
平成３３年
（２０２１年）
人口（人） １５７，７６８ １５８，０００ １６１，０００ １６０，０００ １５９，０００
構成比（％）
０～１４歳 １３．１ １３．３ １２．４ １２．５ １１．３
１５～６４歳 ６６．１ ６４．６ ６２．７ ６１．２ ６１．０
６５歳以上 ２０．８ ２２．１ ２４．９ ２６．３ ２７．７
世帯（数） ６８，５０３ ６９，０００ ７２，０００ ７３，０００ ７４，０００
出所：千葉市総合政策局（２０１２），p.１５３
稲毛区は，他の区と比べて市外で就業・通学している割合が高い。東
京２３区への通勤者（２４．４％）が多い一方，区内での従業者（３２．１％）が
少なく，就従比は７１．７％でベッドタウンとなっている。また，住宅には
民営借家（２８．０％）や共同住宅（６１．５％）がやや多いという特徴もある。
このなかで，町内自治会は，地域住民の自主的な団体として，生活上
の様々な問題の解決に取り組むとともに，祭りや運動会などのレクリ
エーションを通じて，住民の連帯意識の向上を進めてきた。しかし，町
内自治会の加入率は平成２３年３月末時点７５．３％だったのが，平成２９年３
月末時点７１．８％へと減少傾向にある。かつては住民総出で助けあい，協
力しあう相互扶助の精神で結ばれていた住民同士のつながりが次第に薄
れてきており，災害や犯罪，事故など住民生活における安全確保の面か
らも課題が生じている。
かくして，稲毛区もまた都市化の進展によりベットタウン化が進んだ
ことで，地域への帰属意識や連帯感が薄れており，ひとのつながりに基
づくコミュニティづくりに危機が迫りつつあるといえる。
３．稲毛区のまちづくりの方向性
稲毛区は，まちづくりの指針として，「稲毛区基本計画」を策定して
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いる。この稲毛区基本計画は，市政運営の中長期的な指針である「千葉
市基本計画」に基づき，区ごとの特色や課題に応じた区のまちづくりの
方向性を示したものである。
この稲毛区基本計画は，公募５名を含めた１５名による「区民検討会」
の各委員からいただいた多様なご意見を基に策定したものである。その
スローガンは，「思いやりと笑顔があふれ 人・地域・文化が交流する
文教のまち 稲毛区」と定められている。
このスローガンは，地域でのつながりや絆を大切にしながら，みんな
が思いやりの心で支え合うまち，笑顔あふれるいきいきと活力に満ちた
地域主体のまちをめざすものである。さらに，恵まれた教育環境を活か
した文教のまちづくりを進め，稲毛区らしさを高めていくことを意味し
ている。
このスローガンに沿って，５つの施策を展開することによって，稲毛
区のまちづくりの方向性が示されている。
⑴ 人にやさしく 誰もが安心して暮らせる 安全なまちづくり〈安
全・安心〉
⑵ 豊かな心がかよい 世代を超えて支えあう 福祉のまちづくり
〈福祉〉
⑶ 自然や環境にやさしく 緑あふれうるおいのある 住みよいまち
づくり〈環境〉
⑷ 地域の暮らしに根差した 活力ある産業をはぐくむまちづくり
〈産業〉
⑸ 伝統・文化などの地域資源を大事にし 人・地域・学校が活発に
交流するとともに 輝くまちづくり〈文化・教育〉
以下，それぞれの施策展開の方向性を整理していく。
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⑴ 人にやさしく 誰もが安心して暮らせる 安全なまちづくり〈安
全・安心〉
施策⑴では，「安全と安心」に対する稲毛区のまちづくりの方向性が
示されている。まず，稲毛区では，地域ぐるみで安全・安心なまちづく
りを進める観点から，地域，学校，区役所，警察署及び消防署などが連
携して，防災対策，帰宅困難者支援及び地域防犯力の強化を図っている。
また，稲毛区では内陸部からJR稲毛駅や区役所をはじめとする公共施
設への交通アクセスが脆弱なので，公共交通機関の利便性の向上を図り
ながら，生活者の足を守る取り組みを進めている。
⑵ 豊かな心がかよい 世代を超えて支えあう 福祉のまちづくり〈福祉〉
施策⑵では，「福祉」に対する稲毛区のまちづくりの方向性が示され
ている。まず，高齢者や障がいのある人，子育て家庭の孤立化を防ぐた
めに，地域内での声かけや見守りなどから，多様な世代のボランティア
活動への参加までを通じて，地域福祉活動を進めている。また，生活困
窮者であっても，生きがいを持ち，自立した生活が送れるように，地域，
学校，企業，区役所などが連携して，医療や福祉をはじめ各種の相談体
制などの充実を図っている。
⑶ 自然や環境にやさしく 緑あふれうるおいのある 住みよいまちづ
くり〈環境〉
稲毛区には，園生の森公園，稲毛浅間神社と稲毛公園の松林，千葉県
総合スポーツセンター周辺の緑などが，樹林地として保全されている。
施策⑶では，住宅密集地と共存する自然環境の保全に向けた取り組みが
示されている。都市の緑化を進めるとともに，まちの美化活動やリサイ
クル活動の推進が強調されている。
千葉市の地方創生の現状と課題⑶
１８２ （４２６）
⑷ 地域の暮らしに根差した 活力ある産業をはぐくむまちづくり〈産業〉
施策⑷では，商店街と地域，NPO，学生が連携によって，ブランド
の再構築に務めながら，既存の商店街の再生と活性化を図るとともに，
買い物困難者への支援が講じられている。また，学校や研究所と地元企
業との連携を進め，新産業の創出や起業家育成を図り，経済の活性化と
雇用の創出に加え，地域課題の解決や生活の質の向上などが取り組まれ
ている。
⑸ 伝統・文化などの地域資源を大事にし 人・地域・学校が活発に交
流するとともに 輝くまちづくり〈文化・教育〉
施策⑸では，歴史・伝統・文化に基づく地域資源の継承を図りつつ，
大学に集う全国各地の学生や留学生などの若者と多文化交流を促進する
ことによって，新しい稲毛文化の創造にも取り組んでいる。文教施設や
スポーツ施設との連携や活用を図ることで，こどもの頃から科学技術に
触れることのできる学習の場や機会の創出を促すとともに，生涯にわた
り地域の文化や芸術にふれあう場や機会をつくって，学習活動の継続に
取り組むことにしている。すなわち，学校や研究所のもつ知識やノウハ
ウが地域内に循環させることによって，区民が文教のまちに暮らしてい
ることに誇りを持ち，積極的に学習するまちづくりをめざしている。
４．文教のまちから新たな稲毛文化を創造するまちづくりへ
４―１．学校・研究所との連携強化
稲毛区を特徴づけるものとして，区内に千葉大学，千葉経済大学，敬
愛大学や市教育センター，国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構，
千葉県総合スポーツセンターなど，多くの教育関係機関や施設が存在す
る。歴史と文化の香り高いエリアとなっていることがあげられる。
千葉大学，千葉経済大学，敬愛大学の３大学については，大学と区役
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所で連携し，各種施策を実施している。年２回開催している「稲毛区大
学連絡調整会議」では，各大学と区役所の連絡調整の場を設け，事業な
どの報告や意見交換を行っている。本会議における意見交換をきっかけ
に，各大学の新入生ガイダンスにおいて，区役所職員がゴミ捨てなど市
のルール等について説明を行ったり，区役所ロビーに大学情報コーナー
を設置し，各大学の公開講座等のイベント情報を周知したりといった取
り組みがなされている。
また，直接各大学の学生と意見交換をする機会も設けており，「稲毛
区長と大学生の意見交換会」として，各回テーマを設定し，稲毛区長と
大学生が率直な意見交換を実施して学生の意見やニーズを把握している。
稲毛区役所の目の前にある穴川中央公園では，毎年１０月に，各地域団
体から推薦された実行委員により組織された稲毛区民まつり実行委員会
による，「稲毛区民まつり」が開催されている。地域の人々の手で作り
上げる稲毛区のお祭りとして定着しているが，各大学の学生が実行委員
として参加しており，稲毛区民まつりの企画・運営に学生の意見が反映
されている。当日も，学生サークル等によるステージ出演や，模擬店の
出店など，稲毛区民まつりの盛り上げに協力してもらっている。また，
敬愛大学は，稲毛区役所と最も隣接している大学であることから，大学
祭と稲毛区民まつりを同日に開催することとし，それぞれ開催の周知等
について協力しあうとともに，双方の会場を行き来してスタンプを集め
ることで景品がもらえるスタンプラリーを開催するといった取り組みも
行っている。
国立研究開発法人量子科学研究開発機構は，公開講座やパンフレット
を稲毛区役所内に配架しているほか，稲毛区民まつりと公開講座を同日
に開催し，周知について協力するなどの連携を実施している。
稲毛区役所と穴川中央公園を挟んで立地する京葉工業高等学校は，各
大学と同様に，区役所ロビーに学校情報コーナーを設置し，各種イベン
千葉市の地方創生の現状と課題⑶
１８４ （４２８）
トや授業風景などの周知の場としている。また，立地が近いという理由
もあることから，稲毛区民まつりにおいて，模擬店の出店のほか，グラ
ウンドの一部を稲毛区民まつり会場として借用し，ミニSLや竹馬体験
コーナーなど，子ども向けのイベントを集めた子どもランドとするなど
の協力をしてもらっている。
４―２．少子高齢社会に対応できる暮らしづくり
少子高齢化の進行によって，平成３０年には区民４人に１人以上が高齢
者になると見込まれている。このため，高齢者が健康を保持しながら，
地域社会の一員として様々な活動に参加し生きがいを持って暮らせる仕
組みづくりとともに，介護や支援を必要とする高齢者や一人暮らしの高
齢者の生活を支援していけるよう，各世代を通じたボランティアの育成
と活動の支援が必要である。また，少子化が進むなかで，地域で支えあ
う子育ての仕組みづくり，次代を担うこどもたちを健全に育てていくた
めの取組みが大きな課題となっている。このほか，区内の公共交通はバ
スが中心であるが，今後は高齢者の増加にも対応できるよう，きめ細か
いバス交通の確保，歩道などのバリアフリーの推進が必要であろうと考
えられる。
稲毛区は，商業やサービス業などの産業が集まり，人々の生活の場と
して，また，地域における様々な活動の場として，人々の交流を通じ，
独自の文化や伝統を築きながら発展してきた。都市化の進展により，稲
毛区は東京のベットタウンと変化していき，共同住宅も増えてきており，
町内自治会の加入率も減少傾向にあり，人のつながりによるコミュニ
ティの基盤が脆弱になりつつある。このため，多様な世代の自助・共助
のもとで，地域住民同士が協力して支えあい助けあう仕組みづくりが求
められ，居住する地域で，誰もが安全で安心して生活を送ることのでき
るよう，地域住民のつながりを構築・拡大を推進していく必要がある。
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町内自治会の加入・結成の促進のため，稲毛区役所で各種取組を実施
しているが，先に述べたように，稲毛区内では共同住宅が多いという特
徴を有している。本来，マンション等の管理組合と，町内自治会では，
強制団体と任意団体という性質の違いや，そもそもの設立の目的が異な
るものである。本市では，マンション管理組合が一定の要件を満たせば
町内自治会と同様に扱うことしたため，マンション管理組合に対して働
きかけるなど，稲毛区の状況に則した取り組みを行っている。
区内には多くの大学や高等学校があり，若い世代が在学・在住するほ
か，研究所も立地している。このような本区の特性である文教のまちと
して，大学等の高度な知識や学生の柔軟な発想を地域のまちづくりに活
かし，積極的に提案・支援・参画してもらうための仕組みづくりに取り
組みながら，学校，研究所，区民，地域との交流・連携をさらに進め，
活気のあるまちづくりを行っていくことが求められている。
緑などの自然とのふれあいは，憩いとうるおいある暮らしには不可欠
である。都市公園については，身近で小規模な街区公園は１６０か所（平
成２３年〔２０１１年〕３月末時点）と多い一方，大規模な公園は限られてお
り，区民一人あたりの公園面積は５．３m２で，市平均の６割程度の水準に
とどまっている。また，市街化の進展に伴い，山林や農地も減少傾向で
推移しているため，都市と自然との共存を図り，作草部市民の森や稲毛
浅間神社と稲毛公園の松林，千葉県総合スポーツセンター周辺などの貴
重な自然を保全するとともに，市街地内の緑を拡大していく必要がある。
区内のイベントとしては，先に述べた稲毛区民まつり，各町内自治会
による祭りや盆踊りなどがある。また，稲毛あかり祭（夜灯（よとぼし））
は，かつての「夜とぼし漁」をモチーフとしたイベントで，地元商店街
が中心となり，大学生や町内自治会をはじめ多くの地域団体など，年々
参加者の輪が拡大している。このような祭り・イベントのほか，地域の
歴史・自然や伝統といった資源を活かし，若い世代や高齢者がまちづく
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りに積極的に参加できる機会や場を創出するなど，区民の交流・連携に
よるにぎわいと魅力あるまちづくりが必要となっている。
４―３．地域資源を活かした稲毛ライフの創造
これらの特色を活用し，まちづくりを行っていくこととなるが，その
観点は，端的に表現すれば「稲毛区に住みたい（訪れたい）と思う人を
増やす」ことである。地方創生という取組は，日本全体の少子高齢化の
進展が，東京への人口流入を加速させ，地方の人口減少が進んでいると
いう現状で，「安定した雇用の創出」「結婚・出産・子育ての希望をかな
えられる仕組み」「安心・安全な暮らし」などの実現により，人口の減
少の是正を図ることが中心となる。稲毛区役所におけるまちづくりとい
う観点においても多くの視点があるが，本稿では「産業」「文化教育」「安
全・安心」の３点に絞って述べたい。いずれも，地域を活性化すること
で，区民に活力が湧き，人々の活気が人を呼ぶ，という好循環を目的と
するものである。
⑴ 産業活性化のまちづくり
まず，「産業」についての取り組みを紹介する。稲毛区では商店街と
地域，NPO，学生が連携したイベントの開催や，人がいきいきと交流
し，活気あふれる商店街の振興を図っている。稲毛区地域活性化支援事
業では，稲毛区の地域課題の解決や，活性化につながる活動に補助金を
交付するほか，空き店舗の有効活用など，商店街などが抱える課題の解
決に向けて学生の若い力を活用している。若者の活動を通じて，将来の
地域経済を担う起業家の育成を図り，地域の特性や資源を活かしたコ
ミュニティビジネスを育成し，地域課題の解決，生活の質の向上，経済
の活性化と雇用の創出につなげる狙いがある。
なお，地域活性化支援事業は，各区でそれぞれ実施しているが，特に
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稲毛区では，「文教のまち」という性格を重視し，学生団体による申請
については，空き店舗の有効活用を踏まえた申請の場合に，家賃に対す
る補助を２分の１から１０分の１０に引き上げている。このように，学生が
参加しやすい制度を整えていることは，稲毛区における地域活性化支援
事業の特徴の一つになっている。
地域活性化支援事業においては，「補助期間の終了後」という観点も
重要である。区役所からの補助期間が終了した途端に，資金の工面がで
きず，活動が継続出来なくなってしまう，という事態は本末転倒である。
そもそも本事業の狙いは地域課題の解決や地域の活性化であることから，
それらの団体が継続的に活動を続けられるような支援をすることが必要
になる。こうした課題に配慮して，平成２８年度からは，「情報交換会」
と称し，過去に支援を行った団体を含め，補助対象団体同士の交流の場
を設け，各団体が事業を継続し，より発展的に取り組んでいくためのノ
ウハウなどを学び，共有できるようにしている。また，多くの団体が一
堂に会することで，各々が事業を行っていく際の協力体制も構築できる
など，横のつながりを形成する上での一助にもなっている。今後も，区
内で活動する団体同士が互いに協力し合うことで，それぞれの活動に相
乗効果を与えるような，そして新たな地域のにぎわいにつながるような
取り組みになっていくよう，効果的な支援の仕組みを検討する必要が
ある。
また，稲毛区民まつりでは，住民同士の親睦や，区民意識の醸成と
いった目的のほか，区内産業の活性化という側面も持っている。稲毛区
内に店舗を構える事業者が，模擬店を出店することにより，来場者に対
して「稲毛区にこんなお店がある」とPRすることができるよう，出店
者の選定にあたって考慮している。
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⑵ 文化教育のまちづくり
つぎに「文化教育」についての取り組みを紹介する。地域の歴史・伝
統・文化・イベントなどの資源を活用し，地域の魅力を守り・はぐくみ，
楽しく歩けるまちづくりを進め，次の世代につなげている。国立の量子
科学技術研究開発機構のOBが主メンバーとなって構成されている，ニ
ルス理科実験クラブは，研究所の学術・技術・ノウハウを活用し，こど
もの頃から科学・技術に身近に触れることのできる学習の場や機会の創
出に役立っている。また，各大学には全国から集まってくる学生がおり，
先に述べた区長との意見交換会や，新入生ガイダンスへの参加といった
大学との連携にも注力し，活力とにぎわいのある文化の創造を図って
いる。
その他，行政と大学の直接的な連携にとどまらず，稲毛区役所が橋渡
しをする形で，区内の各地域団体と大学を結びつける取り組みも実施し
ている。町内自治会の活動などでは，少子高齢化の影響で，担い手不足
が問題となっているケースがあるが，これに対して，町内自治会のイベ
ントなどに担い手側としての学生に参加してもらう，といった形で区役
所がコーディネートを行っている。これにより，町内自治会としては担
い手不足の解消につながるとともに，学生にも地域活動へ参画すること
の重要性や意義を学ぶ機会にもなっている。
実施例としては，稲毛区内における町内自治会から，「夏祭りの人手
不足に悩んでいる」という相談を受けたことから，大学側と調整し，学
生に夏祭りのお手伝いをしてもらった，というケースがある。こういっ
た場合重要になるのが，単に町内自治会の人口として学生の動員をお願
いする，という片務的な性格にならないようにすることである。町内自
治会も，大学（学生）も，どちらも地域における大事な財産であり，継
続的な関係作りが望まれるところであるが，単純に人手が欲しい，とい
うことになると，学生側が負担を強いられる，という歪な関係性ができ
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てしまい，継続的な関係を構築することが困難になってしまうことが想
定される。
そのため，地域のイベントを通じて，学生としても成長できるような
依頼内容にすることや，地域の実情を観察・体験できるような配慮をす
ることが必要である。また，大学や研究所が開催するイベントやシンポ
ジウムについても，稲毛区役所をはじめとする公共施設等で，情報の公
開・提供などを行い，大学や研究所の知識・ノウハウが地域内に循環す
るまちづくりを進めている。
稲毛区役所が主体となって行う文化的な事業として，平成２８年度から
実施している，区役所１階ロビーを活用した「ランチタイムコンサート」
では，お昼の時間帯を中心にコンサートを開催し，出演者は千葉市文化
振興財団のアーティストバンクに登録のある，千葉市にゆかりのある
アーティストに出演を依頼している。毎月１回，定期的な開催を続ける
ことで，徐々にイベントとして定着することをめざしている。
また，同じく平成２８年度から取り組んでいる，「ハナサカスボラン
ティア」では，区民主体のまちづくりの意識の醸成を図るとともに区役
所の美化活動を行うため，ボランティアを公募し，区役所周辺の植栽帯
に，各自で持ち寄った花を植えるなどの活動を行っている。
⑶ 安全・安心のまちづくり
最後に「安全・安心」についての取り組みを紹介する。「自分たちの
まちは自分たちで守る」ことを基本に，防火・防災・防犯意識の高揚と
体制づくりを強化するとともに，地域，区役所，消防署，警察署などが
連携して，防災・防犯のまちづくりを進めている。
なかでも，避難所は災害発生時において，地域の居住者や滞在者（以
下「避難者」という。）の身の安全を守る場所で，一時的に宿泊が可能
な施設のことであり，重要な拠点となる。現在千葉市では小・中・高等
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学校，公民館等を避難所として指定しており，災害発生時に，職員が主
体となって，学校等に避難所を開設するが，災害の規模が大きければ大
きいほど，職員の到着の遅れや被災等により避難所の開設が遅れたり，
職員を派遣できずに避難所運営に支障をきたしたり，被災者である地域
住民等の細かいニーズを吸い上げられないなど，職員だけでの避難所の
開設や運営が困難となる。
突如として発生する災害に対し，避難所を開設し，まずは発災直後か
ら３日間・７２時間の混乱期においては，住民自らが，生き残るための最
低限のことを，自分たちで最優先に行っていく必要がある。事前に避難
所となる施設を中心に，地域の町内自治会，自主防災会等が一体となっ
た「避難所運営委員会」を設立し，災害発生時に地域住民同士が連携し
ながら，主体として避難所を開設・運営を行う体制を整えておきたい。
稲毛区では，全ての避難所において，避難所運営委員会が設立されてお
り，区民の防災意識の向上にも役立っている。
その他，稲毛区役所の取り組みとして，ゲーム感覚で防災活動が学べ
る防災活動プログラム「カエルキャラバン」の実施・普及の取り組みが
挙げられる。平成２７年度から事業を実施しており，初年度は長沼コミュ
ニティセンターを会場として，町内自治会，NPO法人，学生ボラン
ティアなどの協力を得て開催した。内容としては，水消火器を使った的
あてゲーム（消火器の操作方法訓練），毛布で担架タイムトライアル（毛
布担架による搬送訓練）や，紙食器作り（チラシなどを利用した簡易食
器の作成）など，家族で楽しみながら防災に必要な知識が習得できる多
くのプログラムを準備し，子どもや，それに付き添う親への教育効果を
狙っている。
平成２８年度には，イオン稲毛店を会場として，同様にカエルキャラバ
ンを開催したほか，２年間の実施により蓄積したノウハウを活用し，各
地域団体への指導や，実施に必要な備品の貸与による支援・普及活動に
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も取り組んだ。稲毛区役所による直接的な開催は，当該地域だけの影響
にとどまってしまうが，支援・普及の取り組みを行うことにより，稲毛
区内の広い地域への波及的な効果が見込めるものである。
なお，平成２９年度以降は，支援・普及の取り組みにシフトすることと
し，地域団体が自主的に同様のイベントを開催する際の指導や，備品貸
与などの支援を中心に取り組んでいく予定となっている。
５．おわりに
本稿は政令指定都市である千葉市の地方創生について，稲毛区のまち
づくりの取り組みに焦点を当てて，実務現場の課題を整理した。文教の
まちとしての稲毛区のまちづくりは，「稲毛区に住みたい（訪れたい）
と思う人々を増やすこと」を目標に，日々の業務に取り組んでいること
が明らかにされた。市役所の本庁で政策を立案し，６つの区が住民と直
接協働しながら，まちづくりを進めている。地域振興課の業務は町内自
治会をはじめとした各種団体との協議・調整など，地道な取り組みが多
い。とはいうものの，稲毛区では大学や研究所などの教育研究機関との
連携強化によって，知識や技術，ノウハウなどが地域内に循環させるこ
とができるので，住民の学びへの関心が高まり，ひいてはまちの価値を
向上させる可能性が秘められていることを強調したい。
ただし，優れた施策を企画できたとしても，それを現場で実行する職
員の職務態度が悪く，意欲が乏しければ，地域住民の積極的に協力しな
いだろう。区役所職員はもっとも身近な行政職員である。市民との協働
が求められている昨今，行政職員が率先して地域住民の声に耳を傾け，
良好な関係を築く必要がある。信頼は一朝一夕で築かれるものではない。
稲毛区全体のイメージを高めたい，ひいては千葉市の価値を高めたい，
そうした心構えを持ち，職務に励行することが区役所職員の責務である
と思う。
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稲毛区のまちづくりを論じる際に，どのような施策を実施するにせよ，
それを担う職員ひとり一人ひとりのやる気や心がけが問われていること
を，自戒を込めて最後に申し添え，本稿の結びとする。
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